
　島根県立大学出雲キャンパスでは、新型コロナウイルスの影響によりリモート講義が行われて
いましたが、徐々に対面講義が再開されています。緊急事態宣言が発表されたときは、学校に
来てはいけないと言われ、勉強したくてもできる場所がなかったそう。さらには、外に出かけ
ることもできずアルバイトも禁止されていたため、地域の方からの食料品の支援はとても助
かったそうです。「先生や地域の方からのサポートがとても心強く、本当に感謝しています」と話
す学生の皆さん。この状況の中で改めて感じるのは、人とのつながり、コミュニケーションをと
ることの大切さ。コロナ禍、不自由な学校生活を経験した今、協力し合い乗り越えることの大切
さを考えています。

一歩ずつ前へ一歩ずつ前へ

県立大出雲キャンパスに通う
学生の皆さんにお話をききました。

令和２年１０月２０日発行
130

社協だより

vol.9月・10月号

つ
な
が
る

  ひ
ろがる  ささ

え
あ
う

社会福祉法人
出雲市社会福祉協議会
社会福祉法人

出雲市社会福祉協議会



　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
苦
境

に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
も
っ
と
大
き

な
本
質
的
な
課
題
は
、
文
化
の
違
い
に
よ
る
壁
。
日

本
人
も
ブ
ラ
ジ
ル
人
も
お
互
い
の
文
化
を
理
解
し
合

う
こ
と
が
一
番
大
切
」
と
パ
イ
ゾ
ン
は
話
し
ま
す
。

日
本
人
と
の
交
流
会
を
開
催
し
、
良
い
時
間
が
過
ご

せ
て
も
、
結
局
は
そ
の
場
限
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
。
日
本
人
と
一
緒
に
な
っ
て
ブ
ラ
ジ

ル
人
を
支
え
た
い
思
い
は
あ
る
け
れ
ど
、
実
際
に
そ

の
活
動
に
繋
が
る
こ
と
は
少
な
い
そ
う
で
す
。ま
た
、

「
土
地
や
空
き
家
を
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
借
り
よ
う
と
す

る
と
断
ら
れ
て
し
ま
う
。
空
き
家
は
た
く
さ
ん
あ
る

か
ら
貸
し
て
く
れ
た
ら
良
い
の
に
…
」
と
も
。「
共

に
生
き
る
社
会
」
を
頭
で
は
理
解
し
て
い
て
も
心
の

ど
こ
か
に
壁
が
あ
り
、
そ
れ
が
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
と
な
り
、
そ
の
積
み
重
ね
で
ど
ん
ど
ん
壁
が
で

き
て
し
ま
う
こ
と
も
多
々
あ
る
そ
う
。
そ
の
こ
と
を

嘆
き
な
が
ら
も
、「
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
、
両
方
の
言

葉
や
文
化
を
理
解
で
き
る
日
系
人
の
自
分
だ
か
ら
こ

そ
、
そ
の
壁
を
な
く
す
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
。
日
本

語
が
話
せ
な
い
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
サ
ポ
ー
ト
が
ゼ
ロ
の

状
態
。
だ
か
ら
自
分
が
や
る
」
と
い
う
パ
イ
ゾ
ン
の

強
い
想
い
が
今
の
活
動
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
パ
イ
ゾ
ン
は
、
５
年
前
に
島
根
で
暮
ら
す
ブ
ラ
ジ

ル
人
３
５
０
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
お
よ
そ
１
５
０
人
が
島
根
で
暮
ら
し
続
け

た
い
と
回
答
し
ま
し
た
。
島
根
で
暮
ら
し
続
け
た
い

と
い
う
思
い
を
持
つ
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
多
く
い
る
一
方

で
、
ど
う
し
て
出
て
行
っ
て
し
ま
う
の
か
。
原
因
の

ひ
と
つ
は
「
仕
事
が
安
定
し
な
い
か
ら
」
と
パ
イ
ゾ

ン
は
話
し
ま
す
。
日
本
に
来
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
真
面

目
で
正
直
者
。
学
力
が
高
い
人
も
多
く
、
弁
護
士
や

歯
科
医
の
資
格
を
持
つ
人
も
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
人
も
た
く
さ
ん
い
る
そ
う
で
す
。
し

か
し
、
日
本
語
が
話
せ
な
い
と
い
う
理
由
で
そ
の
資

格
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
雇
用
の
場
が
限
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
。「
日
本
語
が
話
せ
な
い
か
ら
、
外

国
人
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
扉
は
閉
じ
ら
れ
て
し
ま

う
。
家
族
を
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
連
れ
て
き
て
一
緒
に
暮

ら
し
た
く
て
も
い
ろ
い
ろ
な
壁
が
立
ち
は
だ
か
る
。

子
ど
も
を
日
本
に
連
れ
て
き
て
勉
強
さ
せ
る
こ
と
が

異
な
る
文
化
の
理
解
に
つ
な
が
る
近
道
な
の
に
、
そ

の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
話
し
ま
す
。

パ
イ
ゾ
ン
は
そ
ん
な
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
た
め
に
、
雇
用

の
場
や
受
け
入
れ
先
の
拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
奔
走

し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
パ
イ
ゾ
ン

の
活
動
は
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
あ
げ

ら
れ
、
一
緒
に
活
動

を
し
た
い
、
金
銭
面

か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
た

い
と
い
う
申
し
出
も
増
え
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

取
材
し
た
日
も
、
翌
日
に
は
テ
レ
ビ
の
取
材
を
控
え

て
い
る
と
話
し
、「
た
く
さ
ん
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り

あ
げ
て
も
ら
い
、
最
近
は
自
分
の
目
指
す
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
人
前
で
話
す
の
は
苦
手
だ

け
ど
、
自
分
が
話
す
こ
と
で
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
え
る
か
ら
、
そ
う
も
言
っ
て
い
ら
れ
な

い
よ
ね
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。
最
近
は
、「
食

べ
る
こ
と
は
世
界
共
通
。食
を
通
じ
て
文
化
の
理
解
、

そ
し
て
日
本
人
と
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
歩
み
寄
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
」
と
畑
で
キ
ャ
ッ
サ
バ
芋
や
フ
ェ
イ

ジ
ョ
ン
豆
を
育
て
て
お
り
、
日
中
は
畑
作
業
、
夜
は

お
店
と
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
出
雲
で
初

め
て
の
農
業
に
奮
闘
し
つ
つ
、
将
来
、
自
分
の
後
継

者
が
現
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
今
日
も
同
胞
の

想
い
に
耳
を
傾
け
ま
す
。

日
系
人
の
自
分
だ
か
ら
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　で
き
る
こ
と

出
雲
で
働
く
ブ
ラ
ジ
ル
人

「
食
」
を
通
じ
て
目
指
す
社
会
へ

収穫したフェイジョン豆

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
出
雲
市
で
も
多

く
の
人
が
生
活
に
影
響
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
出
雲
に
住
む
外
国

人
も
同
じ
で
す
。

　
出
雲
市
に
は
多
く
の
ブ
ラ
ジ

ル
の
方
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
仕
事
を
解

雇
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
、
就
職

先
が
見
つ
か
ら
な
い
人
、
せ
っ

か
く
来
日
し
た
の
に
帰
国
し
て

し
ま
っ
た
人
も
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
様
々
な
課
題
を
抱
え

な
が
ら
暮
ら
す
ブ
ラ
ジ
ル
人
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
、
滝
浪
実
セ
ル

ジ
オ
さ
ん
（
以
下
、
パ
イ
ゾ
ン
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

特 集

想
い
に
よ
り
そ
い

　
　
　
　未
来
へ
つ
な
ぐ

滝浪 実 セルジオ滝浪 実 セルジオ さんさん
た き な み

ブラジル生まれ。66歳。
38歳のときに来日し、現在は市内で飲食店を経営。
出雲に暮らすブラジル人のサポートを行い、パイゾン
（大きなお父さん）として多くの人に親しまれている。

みのる
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～「成年後見制度」のご紹介～

あなたやあなたの大切な人の

財産と権利を守ります！

ご相談は

こんなことで困っていませんか？
近くに頼る人がいないので
将来のことを考えると不安。

お金の管理や、
書類の手続き等が
できない。

①親族 ②弁護士、司法書士、
　社会福祉士等の
　専門職

③社会福祉法人、
　NPO法人などの
　法人

子どもが
障がいを抱えており、
「親なき後」が心配。

◯出雲市社会福祉協議会　いずも権利擁護センター
　　　　　　　　　　　　高齢者あんしん支援センター

◯出雲成年後見センター【成瀬司法書士事務所内】 ☎ 22-8097
◯出雲市役所 高齢者福祉課　高齢者福祉係（高齢者に関すること） ☎ 21-6967　（直通）
 福祉推進課　　福祉企画係（障がい者に関すること） ☎ 21-6694　（直通）※連絡先は 10 ページをご覧ください

成年後見制度って？
　金銭の管理や必要な手続きなどの判断が自分一人で難しくなった
時に、その方の「財産」と「権利」を守るために利用できる制度です。
成年後見人等があなたをサポートします。

成年後見人等はどんな人がなるの？

　本人のためにどのような支援が必要かなど事情に応じて、ふさわ
しい方を家庭裁判所が選びます。

どんなことをしてくれるの？

　成年後見人等は困りごとを抱える方が安心して暮らせるよう、本
人の気持ちを大切にし、生活や財産を守る、契約行為を代わりに行う
等法的に様々なサポートをします。
※入院・入居等の保証人や身元引受人及び入院、手術等の同意や介護・
付き添いなどはできません。

　自分で金銭管理や契約などを行うことに不安を抱えている方へ
「成年後見制度」という支援があります！

④一般市民による
　市民後見人

「財産」
を
守
る

「権利」
通帳の保管や
支払いのお手伝い

必要のない不利益な
契約の取り消し

入院・施設入所
契約などの
お手伝い

書類確認と手続きの
お手伝い

定期的な訪問や
見守り
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　NPO法人などの
　法人

子どもが
障がいを抱えており、
「親なき後」が心配。

◯出雲市社会福祉協議会　いずも権利擁護センター
　　　　　　　　　　　　高齢者あんしん支援センター

◯出雲成年後見センター【成瀬司法書士事務所内】 ☎ 22-8097
◯出雲市役所 高齢者福祉課　高齢者福祉係（高齢者に関すること） ☎ 21-6967　（直通）
 福祉推進課　　福祉企画係（障がい者に関すること） ☎ 21-6694　（直通）※連絡先は 10 ページをご覧ください

成年後見制度って？
　金銭の管理や必要な手続きなどの判断が自分一人で難しくなった
時に、その方の「財産」と「権利」を守るために利用できる制度です。
成年後見人等があなたをサポートします。

成年後見人等はどんな人がなるの？

　本人のためにどのような支援が必要かなど事情に応じて、ふさわ
しい方を家庭裁判所が選びます。

どんなことをしてくれるの？

　成年後見人等は困りごとを抱える方が安心して暮らせるよう、本
人の気持ちを大切にし、生活や財産を守る、契約行為を代わりに行う
等法的に様々なサポートをします。
※入院・入居等の保証人や身元引受人及び入院、手術等の同意や介護・
付き添いなどはできません。

　自分で金銭管理や契約などを行うことに不安を抱えている方へ
「成年後見制度」という支援があります！

④一般市民による
　市民後見人

「財産」
を
守
る

「権利」
通帳の保管や
支払いのお手伝い

必要のない不利益な
契約の取り消し

入院・施設入所
契約などの
お手伝い

書類確認と手続きの
お手伝い

定期的な訪問や
見守り
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永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
に
功
績
の
あ
る
方
が
た
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略・順
不
同
）

横
木
　
礼
子

氏

　名

地

　区

古
　
志

民
生
委
員
、児
童
委
員
で
あ
っ
て
在
職
期
間
が
８
年
以
上
で
特
に
功
績
顕
著
な
方

民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者

社
会
福
祉
事
業
協
力
援
助
者
・
団
体

社
会
福
祉
施
設
、社
会
福
祉
協
議
会
及
び
福
祉
団
体
等
役
職
員
功
労
者

氏

　名

役

　職

　等

社
会
福
祉
施
設
、社
会
福
祉
協
議
会
及
び
そ
の
他
福
祉
団
体
の
役
員
で
１０
年
以
上
、

職
員
で
２０
年
以
上
勤
務
し
、特
に
功
績
顕
著
な
方

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
及
び
感
謝

松
田
　
　
豊

金
築
　
俊
昭

福
田
　
京
子

森
本
　
敏
雄

原
　
　
昭
江

落
合
　
洋
人

野
原
　
美
和

河
瀨
　
京
子

西
谷
　
正
文

飯
塚
　
俊
之

山
崎
　
康
志

桑
原
　
健
太

渡
部
　
洋
子

三
嶋
　
い
く
こ

和
泉
　
曜
子

出
雲
市
遺
族
会
役
員

鳶
巣
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

鳶
巣
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

多
伎
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

湖
陵
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

社
会
福
祉
法
人
真
心
会
職
員

社
会
福
祉
法
人
ふ
あ
っ
と
職
員

社
会
福
祉
法
人
ひ
ら
た
福
祉
会
理
事
長

社
会
福
祉
法
人
ひ
ら
た
福
祉
会
理
事

社
会
福
祉
法
人
ひ
ら
た
福
祉
会
理
事

社
会
福
祉
法
人
ひ
ら
た
福
祉
会
職
員

社
会
福
祉
法
人
ひ
ら
た
福
祉
会
職
員

社
会
福
祉
法
人
ひ
ら
た
福
祉
会
職
員

社
会
福
祉
法
人
ひ
ら
た
福
祉
会
職
員

社
会
福
祉
法
人
や
ま
ゆ
り
職
員

氏

　名

地

　区

役

　職

　等

社
会
福
祉
活
動
に
協
力
援
助
し
、特
に
功
績
顕
著
な
方
及
び
団
体

落
合
　
淑
子

青
木
　
佐
保
子

福
田
　
幸
子

原
　
　
潤
子

黒
崎
　
良
子

伊
藤
　
捷
芳

原
　
　
昌
平

黒
目
　
美
恵
子

板
垣
　
直
美

今
岡
　
光
枝

天
野
　
恵
美
子

伊
藤
　
喜
久
恵

奥
井
　
喜
代
美

落
合
　
洋
二

渡
部
　
健 

一

成
相
　
智
久

渡
部
　
俊
樹

金
山
　 

一 

雄

大
　
津

大
　
津

大
　
津

大
　
津

大
　
津

古
　
志

古
　
志

古
　
志

古
　
志

高
　
松

高
　
松

鳶
　
巣

朝
　
山

朝
　
山

朝
　
山

朝
　
山

朝
　
山

平
　
田

大
津
地
区
福
祉
委
員

大
津
地
区
福
祉
委
員

大
津
地
区
福
祉
委
員

大
津
地
区
福
祉
委
員

大
津
地
区
福
祉
委
員

古
志
地
区
協
力
援
助
者

古
志
地
区
協
力
援
助
者

古
志
地
区
協
力
援
助
者

古
志
地
区
協
力
援
助
者

高
松
地
区
福
祉
委
員

高
松
地
区
福
祉
委
員

鳶
巣
地
区
協
力
援
助
者

朝
山
地
区
福
祉
委
員

朝
山
地
区
福
祉
委
員

朝
山
地
区
福
祉
委
員

朝
山
地
区
福
祉
委
員

朝
山
地
区
福
祉
委
員

平
田
地
区
協
力
援
助
者

和
田
　
朝
子

今
岡
　
仁
美

鎌
田
　
寿
子

安
喰
　
由
美
子

永
瀬
　
陽
祐

福
田
　
美
幸

岡
田
　
真
紀

高
橋
　
一 

年

安
部
　
ま
ゆ
み

垣
羽
　
美
紀

柘
植
　
み
ど
り

小
村
　
典
子

栗
原
　
　
淳

近
藤
　
　
隆

荒
木
　
　
淳

社
会
福
祉
法
人
や
ま
ゆ
り
職
員

社
会
福
祉
法
人
や
ま
ゆ
り
職
員

社
会
福
祉
法
人
や
ま
ゆ
り
職
員

社
会
福
祉
法
人
や
ま
ゆ
り
職
員

社
会
福
祉
法
人
や
ま
ゆ
り
職
員

社
会
福
祉
法
人
多
伎
の
郷
職
員

社
会
福
祉
法
人
多
伎
の
郷
職
員

社
会
福
祉
法
人
多
伎
の
郷
職
員

社
会
福
祉
法
人
多
伎
の
郷
職
員

社
会
福
祉
法
人
多
伎
の
郷
職
員

社
会
福
祉
法
人
多
伎
の
郷
職
員

社
会
福
祉
法
人
多
伎
の
郷
職
員

社
会
福
祉
法
人
島
根
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
職
員

社
会
福
祉
法
人
島
根
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
職
員

社
会
福
祉
法
人
島
根
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
職
員

多
久
和
　
久
美
子

原
　
　
雅
子

水
　
　
仰
子

佐
藤
　
智
子

園
山
　
美
恵

高
橋
　
悦
子

春
日
　
智
徳

渡
部
　
靖
啓

金
築
　
智
徳

社
会
福
祉
法
人
島
根
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
職
員

社
会
福
祉
法
人
島
根
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
職
員

社
会
福
祉
法
人
島
根
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
職
員

社
会
福
祉
法
人
創
文
会
職
員

社
会
福
祉
法
人
創
文
会
職
員

社
会
福
祉
法
人
創
文
会
職
員

社
会
福
祉
法
人
出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

社
会
福
祉
法
人
出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

社
会
福
祉
法
人
出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

川
瀨
　
泰
弘

梶
谷
　
富
美
子

川
井
　
廣
子

井
上
　
　
正

江
角
　
暁
美

内
田
　
良
子

吉
廻
　
恵
美
子

法
正
　
恵
子

持
田
　
郁
世

岡
田
　
耕 

一

布
野
　
直
美

平
井
　
信
子

板
垣
　
良
二

白
根
　
重
雄

須
田
　
能
實

遠
藤
　
由
紀
子

高
野
　
一 

三

土
江
　
み
づ
枝

北
　
浜

多
　
伎

直
　
江

直
　
江

直
　
江

塩
　
冶

遙
　
堪

川
　
跡

多
　
伎

多
　
伎

塩
　
冶

神
　
西

高
　
松

稗
　
原

荘
　
原

久
　
木

大
　
津

荘
　
原

北
浜
地
区
協
力
援
助
者

多
伎
地
区
協
力
援
助
者

直
江
地
区
協
力
援
助
者

直
江
絵
手
紙
の
会
会
員

直
江
絵
手
紙
の
会
会
員

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
雲
市
ア
イ
ア
イ
会
会
員

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
雲
市
ア
イ
ア
イ
会
会
員

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」会
員

多
伎
地
区
協
力
援
助
者

多
伎
地
区
協
力
援
助
者

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
ず
も
会
員

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
ず
も
会
員

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会

た
す
け
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賛
助
会
員

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会

た
す
け
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賛
助
会
員

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
支
援
員

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
支
援
員

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
支
援
員

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
支
援
員
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感
謝

島
根
県
知
事
感
謝

落
合
　
淑
子

青
木
　
佐
保
子

福
田
　
幸
子

原
　
　
潤
子

黒
崎
　
良
子

伊
藤
　
捷
芳

原
　
　
昌
平

黒
目
　
美
恵
子

板
垣
　
直
美

今
岡
　
光
枝

天
野
　
恵
美
子

伊
藤
　
喜
久
恵

奥
井
　
喜
代
美

落
合
　
洋
二

渡
部
　
健 

一

成
相
　
智
久

渡
部
　
俊
樹

金
山
　 

一 

雄

大
　
津

大
　
津

大
　
津

大
　
津

大
　
津

古
　
志

古
　
志

古
　
志

古
　
志

高
　
松

高
　
松

鳶
　
巣

朝
　
山

朝
　
山

朝
　
山

朝
　
山

朝
　
山

平
　
田

大
津
地
区
福
祉
委
員

大
津
地
区
福
祉
委
員

大
津
地
区
福
祉
委
員

大
津
地
区
福
祉
委
員

大
津
地
区
福
祉
委
員

古
志
地
区
協
力
援
助
者

古
志
地
区
協
力
援
助
者

古
志
地
区
協
力
援
助
者

古
志
地
区
協
力
援
助
者

高
松
地
区
福
祉
委
員

高
松
地
区
福
祉
委
員

鳶
巣
地
区
協
力
援
助
者

朝
山
地
区
福
祉
委
員

朝
山
地
区
福
祉
委
員

朝
山
地
区
福
祉
委
員

朝
山
地
区
福
祉
委
員

朝
山
地
区
福
祉
委
員

平
田
地
区
協
力
援
助
者

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
ず
も
支
援
チ
ー
ム

二
胡
十
二
月
坊

ス
カ
ッ
ト
コ
ー
ル

災
害
時
に
お
け
る
被
災
者
支
援
活
動
団
体

福
祉
施
設
等
で
の
演
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

福
祉
施
設
等
で
の
演
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

川
瀨
　
泰
弘

梶
谷
　
富
美
子

川
井
　
廣
子

井
上
　
　
正

江
角
　
暁
美

内
田
　
良
子

吉
廻
　
恵
美
子

法
正
　
恵
子

持
田
　
郁
世

岡
田
　
耕 

一

布
野
　
直
美

平
井
　
信
子

板
垣
　
良
二

白
根
　
重
雄

須
田
　
能
實

遠
藤
　
由
紀
子

高
野
　
一 

三

土
江
　
み
づ
枝

北
　
浜

多
　
伎

直
　
江

直
　
江

直
　
江

塩
　
冶

遙
　
堪

川
　
跡

多
　
伎

多
　
伎

塩
　
冶

神
　
西

高
　
松

稗
　
原

荘
　
原

久
　
木

大
　
津

荘
　
原

北
浜
地
区
協
力
援
助
者

多
伎
地
区
協
力
援
助
者

直
江
地
区
協
力
援
助
者

直
江
絵
手
紙
の
会
会
員

直
江
絵
手
紙
の
会
会
員

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
雲
市
ア
イ
ア
イ
会
会
員

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
雲
市
ア
イ
ア
イ
会
会
員

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」会
員

多
伎
地
区
協
力
援
助
者

多
伎
地
区
協
力
援
助
者

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
ず
も
会
員

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
ず
も
会
員

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会

た
す
け
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賛
助
会
員

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会

た
す
け
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賛
助
会
員

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
支
援
員

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
支
援
員

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
支
援
員

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
支
援
員

氏
名
・
団
体
名

功

　績

　概

　要

社
会
福
祉
活
動
に
多
大
な
功
績
が
あ
る
方

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者・団
体

花
田
　
英
己

匿
名

出
雲
市
立
東
小
学
校

出
雲
市
立
檜
山
小
学
校

永
年
に
わ
た
る
社
会
福
祉
活
動
への
協
力

永
年
に
わ
た
る
社
会
福
祉
活
動
への
協
力

永
年
に
わ
た
る
赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動
への
協
力

永
年
に
わ
た
る
社
会
福
祉
活
動
への
協
力

団
体
名

斐
川
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル

木
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
ク
ラ
ブ

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
・
感
謝

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

島
根
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

共
同
募
金
運
動
従
事
功
労
者

社
会
福
祉
施
設
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
団
体
等
役
職
員
功
労
者

永
年
勤
続
功
労
者

社
会
福
祉
事
業
協
助
者（
感
謝
）

氏
名 （
地
区
）

福
間
　
哲
男 （
湖
陵
）

岡
　
　
光
夫 （
北
浜
）

山
崎
　
幸
子 （
川
跡
）

団
体
名

ブ
ッ
ク
ラ
ン
ド
古
志

島
根
県
知
事
感
謝  

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
及
び
感
謝

島
根
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
に
功
績
の
あ
る
方
が
た
が
表
彰
及
び
感
謝
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

島
根
県
知
事
感
謝
、島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
及
び
感
謝
、島
根
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
の

出
雲
市
の
受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略・順
不
同
）

氏

　名

役

　職

　等

飯
塚
　
眞
治

氏

　名

松
村
　
久
子

長
崎
　
美
恵

山
﨑
　
弓
子

芦
野
　
純
子

青
木
　
俊
也

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
理
事

氏

　名

役

　職

　等

布
野
　
和
弘

今
岡
　
祥
子

松
本
　
　
武

神
門
地
区
主
任
児
童
委
員

神
西
地
区
主
任
児
童
委
員

塩
冶
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

澁
谷
　
宇
　
子

三
島
　
和
子

水
　
　
美
幸

大
津
地
区
主
任
児
童
委
員

鳶
巣
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

社
会
福
祉
法
人
恵
寿
会
職
員
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新型コロナウイルス感染拡大防止のため
令和2年度の一般相談・法律相談は中止します。

仕事のこと、生活のことなどの困りごとについて
随時、職員が相談に応じます。

生活支援課 TEL：23-３７８１問合せ

災害で被災された方への支援について災害で被災された方への支援について

心配ごと、悩みごと 相談日の
中止について

問合せ先／日本赤十字社島根県支部出雲市地区（事務局　出雲市社会福祉協議会 本所・各支所）

１２月に予定していた出雲
市民余芸大会は、新型コロ
ナウイルス感染症の拡大防
止のため中止となりました。
楽しみにしていた
だいた皆さまに
はご理解いただ
きますようお願
いいたします。

年忘れ出雲市民余芸大会
の中止について

名　　　称 募 集 期 間

令和３年３月31日まで

令和３年３月31日まで

令和３年３月31日まで

令和３年６月30日まで

受付終了

令和３年３月31日まで

令和２年12月28日まで

受付終了

（これまでの送金額 49,175,758円）

（これまでの送金額　 3,768,321円）

（これまでの送金額 754,923円）

（これまでの送金額 2,077,462円）

（これまでの送金額 26,404円）

（これまでの送金額 1,031,461円）

（これまでの送金額 525,074円）

（これまでの送金額 142,841円）

あたたかいご支援
ありがとうございます。

日本赤十字社キャラクター

東 日 本 大 震 災 義 援 金　

平成28年 熊 本 地 震 災 害 義 援 金

平成29年 ７月５日からの大雨災害義援金

平成30年 ７ 月 豪 雨 災 害 義 援 金

令和元年 ８ 月 豪 雨 災 害 義 援 金

令和元年 台風第19号災害義援金

令和2年 ７ 月 豪 雨 災 害 義 援 金

令和2年 ７月島根県豪雨災害義援金

ボランティア活動者のための
コミュニケーション講座

ボランティア活動で大切なコミュニケーションの理念や技法を学びます。ぜひご参加ください。
●日　時
●講　師
●会　場
●参加費
●対象者
●申込方法

１２月８日（火）１４：００～１６：００
鳥取大学大学院医学系研究科 准教授 竹田　伸也氏
大津コミュニティセンター（出雲市大津町１７２７-５）
無料
ボランティア活動をしている方（定員40名・先着順）
１１月２７日（金）までに ①氏名 ②ボランティア活動の内容 
③電話番号を下記までご連絡ください。

参加者
募集

【問合せ・申込先】

※メールでのお問合せ、申込の際は件名を「コミュニケーション講座」としてください
地域福祉課   電話 23-3781   FAX  20-7733    Eメール fukushi@izumoshakyo.jp　

生活資金にお困りの
皆さまへ

新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業でお
困りの方に向けた緊急小口資金、総合支援資金の貸付を
引き続き受けつけています。
申請受付期間は12月31日までです。
窓口申請 ： 12月28日まで　郵送申請 ： 12月31日消印分まで
※受付が12月23日中のものまでが年内送金となります。

詳しくは、生活支援・相談センターまたは各支所にお問い
合わせください。（連絡先は10ページ）

※当日は、マスクの着用、手指消毒、体温測定にご協力ください。発熱・咳等の症状がある場合は受講
　をご遠慮ください。なお、新型コロナウイルス感染状況により講座を中止する場合があります。
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令和２年７月１１日～令和２年９月１０日受付分（敬称略）
＊出雲市社会福祉協議会ではご寄附いただいた方のご意志を尊重し、氏名等を掲載して
います。なお、金額は掲載しませんのでご了承ください。

＜出雲＞

今市町　山下　良忠

今市町　山下　峰子

（　）内は故人

＜出雲＞

今市町　木村　康寿（喜和子）

今市町　米原　正巳（ユリ子）

今市町　武永　淳（スミエ）

今市町　三木　慎也（卓吉）

大津町　森廣　操（雪子）

大津町　岸　和之（利夫）

大津町　園山　勝治（武久）

塩冶町　横山　猛（信子）

天神町　平野　雄三（章）

姫　原　安田　裕治（美代子）

渡橋町　新田　通矢（麻己）

渡橋町　渡部　貴広（克己）

西林木町　有富　芳子（吉榮）

知井宮町　柳楽　盛男（和子）

知井宮町　神門　八郎右衛門（京子）

知井宮町　大澤　浩（府）

＜平田＞

平田町　土江　辰男（寿美子）

平田町　平野　陽一（禮二）

灘分町　山根　幸江（章）

灘分町　渡部　良幸（初子）

灘分町　長岡　豊（君江）

灘分町　久家　稔（一郎）

本庄町　福田　増太（美代子）

万田町　二瀬　孝治（スミ子）

万田町　安食　幸夫（マチヨ）

岡田町　長岡　誠（一男）

多久谷町　落合　邦雄（シヅエ）

園　町　長﨑　吉法（良一）

小境町　梶谷　豊実（佳代）

小境町　山本　純子（村松　千尋）

小津町　三原　隆夫（ツルエ）

塩津町　川谷　律子（富士夫）

小伊津町　金築　淳（茂則）

小伊津町　釡屋　英徳（光徳）

野郷町　倉橋　孝治（和子）

＜佐田＞

朝　原　板垣　春輝（忠雄）

大　呂　田中　敏博（和代）

一窪田　土次　誠透（正夫）

東　村　岸　修一（みどり）

＜多伎＞

神　原　和田　節夫（善吉）

口田儀　坂根　守（豊子）

口田儀　梶谷　完夫（サエ子）

口田儀　石飛　圭（誠）

多　岐　山本　敏子（八宏）

久　村　持田　保（健一郎）

久　村　柳樂　博厚（昭一）

＜湖陵＞

三　部　本田　博（宗三）

二　部　本田　正夫（俊男）

大　池　三原　元気（修二）

差　海　大峠　博雄（清隆）

＜大社＞

北荒木　岩成　豊久（貞子）

北荒木　米原　忠夫（アキ子）

北荒木　高橋　知広（徹）

北荒木　金築　守（岩日チエコ）

北荒木　池田　譲治（貞蔵）

修理免　布野　豊明（恒道）

杵築東　山崎　明久（智惠子）

杵築東　持田　圭介（宏）

杵築南　蕨　辰男（利子）

杵築南　遠藤　梢（清）

杵築西　小野　元枝（淸子）

杵築西　手銭　豊（加知）

杵築西　和泉　章子（秀一）

杵築北　佐野　孝幸（博）

杵築北　上野　公二（時枝）

杵築北　林　利一（昌治）

日御碕　木色　泰樹（昭夫）

宇　龍　小村　卓也（久子）

宇　龍　岡　　義隆（君江）

鷺　浦　藤井　保久（健藏）

＜斐川＞

学　頭　飯塚　悦雄（和造）

出　西　鬼村　信行（和子）

求　院　一ノ渡　明宏（久子）

上直江　北村　守（公子）

上直江　堀江　巖（良美）

上直江　周藤　留美子（正）

直　江　高橋　文雄（富子）

直　江　黒田　貴志（好子）

直　江　古川　英治（京子）

福　富　児玉　茂（常雄）

今在家　山根　浩一（幸夫）

沖　洲　荒木　真二（俊彦）

黒　目　黒田　ミドリ（佐藤　八郎）

三分市　竹下　宜伴（鋭）

坂　田　立岩　勝之（英子）

坂　田　飯塚　明輝（英代）

12件

一般寄附

匿名寄附

香典・玉串料・お花料等返し

●出雲市社会福祉協議会に対する寄附は、住民税と所得税の控除対象になります。また、寄附者が法人の場合には、
損金算入の制度が利用できます。

【例】出雲市にお住まいの方が本会へ 50,000 円の寄附をされた場合
　　※税額控除を選択した場合
　　〔１〕所得税　　（ ５０,０００円 － ２,０００円 ）× ４０％ ＝ １９,２００円
　　〔２〕住民税　　（ ５０,０００円 － ２,０００円 ）× １０％ ＝ ４,８００円
　　〔１〕 ＋ 〔２〕 ＝ ２４,０００円・・・税額控除額となります。
　　※一例であり、個々のケースにより控除額は変わります。詳しくは税務署等へお問い合わせください。

●「地区の社会福祉協議会へ寄附をしたが、市の社協だよりに掲載されていない」とのお問い合わせにつきまして、本会
と各地区の社会福祉協議会は地域福祉の推進におけるパートナーであり連携して事業を行っておりますが、別の団体
であることから、各地区社会福祉協議会に対する寄附はこの紙面に掲載しておりません。ご了承ください。

皆さまからのご寄附は、困りごとの相談や、市内で福祉活動を行う団体
及び各地区社会福祉協議会への助成などに使わせていただいております。
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https://www.izumoshakyo.jp/

〈窓口対応〉 平日８：３０～１７：１５

生活支援・相談センター

本　　所　〒693‒0001 出雲市今市町543

出雲市社会福祉協議会連絡先

今年も１０月１日から赤い羽根共同募金運動が始まりました。この募金は、出雲市を
良くするための地域の福祉活動に役立てられます。また、災害時には、被災地を
応援するためにも使われます。皆さまのご協力をお願いいたします。

共同募金は、福祉団体から助成申請を受けて審査をし、助成計画（目標額）を決定してから
募金活動を行う、計画募金です。今年度の助成計画は次のとおりです。

島根県共同募金会では、県内の小・
中・高校生を対象にイラストを募
集し、最優秀賞作品をもとにした
寄附金つき図書カードを作成して
います。
今年度は、出雲市内で５人の方が
入賞されました。

令和３年４月１日採用予定の職員
採用試験を次のとおり行います。

事務職員（社会福祉士）

・法人募金・職場での募金・募金箱の設置などでご協力いただいた
事業所様に地域貢献の印としてステッカーをお渡しします。

・数量限定のグッズ募金も実施しています。

出雲を良くする募金 赤い羽根共同募金

令和２年度共同募金助成計画（目標額）３９,９３３,０００円

出雲市共同募金委員会（事務局 出雲市社会福祉協議会 総務課） ☎ 23-3781 FAX 20-7733問合わせ先

地域の
皆さま募金

助成

支援

出雲市共同募金委員会
島根県共同募金会

・戸別募金・法人募金
・職域募金・学校募金
・街頭募金・個人募金 等

〇子育てサロン
〇ふれあいサロン
〇音訳・点訳広報発行
〇地域での福祉活動 等

市内の福祉団体
・福祉施設
県内の広域事業

「幸せを運ぶ　
　　赤い羽根」
錦織 柚希 さん
（斐川東中学校）

生和 春乃 さん（第一中学校）
石川 　遼 さん（斐川東中学校）
福間 心彩 さん（斐川東中学校）

入 選
受 賞 者 優秀賞

職員採用試験について

●職　種
若干名●人　数
昭和60年４月２日以降に
生まれた方で、社会福祉
士の資格を有する方
（来春取得見込み可）

●応募資格

令和２年１１月６日（金）
までに応募書類を総務課
に提出

●募　集
　期間等

※応募される方は本会ホームページの
　募集要項をご覧ください。

問合せ先／総務課　☎ ２３－３７８１
担当：新宮、石飛

「赤い羽根」
池淵 愛 さん

（斐川東中学校）

優秀賞

令和２年度共同募金運動用
図書カード図案受賞者

決定！！

協力事業所

私たちは
　赤い羽根共同募金を
　　　　　応援しています

島根県観光キャラクター しまねっこ
島観連許諾第6321号

令和２年１１月２２日（日）
午前９時30分から

●試験日

出雲市社会福祉センター●会場
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